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上期決算のハイライトです。

売上高 １,２４６億円。 対前年 +８１億円で ６．９％の増収です。

営業利益 １１３億円。 対前年 +１２億円で １１．９％の増益です。

当期純利益 ７２億円。 対前年 +６億円で ９．７％の増益となりました。
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2019年3月期上期(第2四半期累計)の業績（Ｂ欄）です。

連結売上高１,２４６億円､前年同期と比べ、

業務ソリューションで ＋４６億円の増収

サービスソリューションで＋３５億円の増収となり、

売上高合計は、＋８１億円の増収となりました。

売上高総利益率は２０.０％で､前年の２０．２％から-０．２％低下しましたが、

売上総利益は、増収効果により、前年同期＋１３億円増益の２４９億円となりました｡

販管費は、研究開発や採用・教育の増により＋１億円の増。

結果、営業利益は＋１２億円増の１１３億円、

経常利益は＋１０億円増の１１５億円となりました｡

四半期純利益は、７２億円と+６億円増となりました。
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売上の対前年同期比較をもう少し詳細に見ますと､

・業務ソリューションでは､

産業､流通･ｻｰﾋﾞｽは、 ＋４１億円､

金融は- ３１億円､

公共公益は、官公庁向けが活発で＋３０億円です。

・サービスソリューションは､

ITインフラが＋２億円、 鉄鋼が+３２億円です。

サービスソリューションとしては、合わせて＋３４億円の増収です。

・子会社等は、+７億円の増収です。

・なお、新日鉄住金向け売上は、２４６億円と対前年+２７億円の増収です。

受注は１,３８０億円で前年に比べ＋１８７億円増加しました。

内訳は、業務ソリューションが+１８７億円、サービスソリューションが横ばいです。

業務ソリューションは、 金融の統合案件ピークアウトによる減-５０億円がありま

したが、公共公益で+１７０億円、及び産業・流通・サービスで+６０億円があり、

+１８７億円と大きく伸びました。

サービスソリューションはITインフラ、鉄鋼ともに前年並みの受注水準です。
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上期の四半期別です｡

２Q（Ｅ欄）は売上高は６６２億円で＋７８億円の増収です。

売上総利益は、＋６億円の１２７億円となりました。

販管費は横ばい、営業利益は＋７億円の増益で６２億円となりました。
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連結営業利益の対前年同期で＋１２億円増の１１３億円となりました。
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１９年３月期通期の業績見通しです（,欄）。

（対前年度、 対当初見通し）

・売上は、 ２,５８０億円 （＋１３８億円、＋１１０億円）

・売上総利益は ５１０億円 （＋１９億円、 ＋２億円）

・販管費は ２７０億円 （＋６億円、 －４億円）

・営業利益は ２４０億円 （＋１３億円、 ＋６億円）

・経常利益は ２４５億円 （＋１４億円、 ＋５億円）

・当期利益 １６０億円 （＋１１億円、 ＋３億円）

と致します。
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2019年3月期通期の業績見通しですが、期首の見通しとの対比です。

上期は、今まで説明いたしました通りです。

下期については

売上高１,３３４億円（対当初＋４４億円）

売上総利益２６１億円（対当初＋１億円）

売上高総利益率はプロダクト販売増により、１９．６％とし、当初計画に対し

-０．６％下げています。

販管費１３４億円と対当初＋１億円の増とし、

営業利益は１２７億円、経常利益１３０億円と

当初下期計画通りです。

下期の売上増には、大型プロダクト販売３０億円を入れています。
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下期の売上見通しですが、

・業務ソリューションは､ ＋４７億円の増です。

産業・流通サービスが、＋１１億円の増、金融はほぼ横ばい、公共公益が＋３５億円。

・サービスソリューションは､＋８億円の増です。

ITインフラは、ほぼ横ばい、鉄鋼は+７億円の増で、合わせて+８億円の増を見込んでいます。

・子会社等は、+１億円の増です｡

売上合計では、+５７億円の増加となります。

上期末受注残は１,３４４億円で対前年同期＋１４４億円の増です。
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サービス・顧客業種別の売上について、今年度通期ではこちらのようになります。

通期の売上見通しは２,５８０億円と前年と比べ＋１３８億円の増となります。金融の
ピークアウトはありますが、その他セグメントは増収となります。
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２０１９年３月期売上は２５８０億円と対前年に比べ１３８億円の増収です。

これはプロダクト販売を除いて、１０８億円の増収です。

グラフ下段はプロダクト除きの構造ベースでの売上です。

１７年３月期→１８年３月期＋１０７億円、１８年３月期→１９年３月期＋１０８億円と

通常案件で１００億円規模の成長となっています。
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2019年3月期の営業利益見込みを前年対比します。

営業利益は＋１３億円増益の240億円と致します｡
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配当につきましては、当初計画通り年間配当金55円と致します。

中間で27.5円の配当を致します。期末配当は27.5円を予定しております。



18



19

受注残については、ストックビジネス化の着実な進捗から毎年増加し、

今年度上期末受注残は１，３４４億円、対前年＋１４４億円となりました。

クラウドの売上については、

２０１９年３月期上期の売上は７７億円、対前年同期＋５億円と通期計画１６５億円に
対し着実に進捗しており、年度計画達成を目指します。

２０１８年９月末の従業員数は６,４５４人と対前年比＋１６８名の増加となっています。
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新日鐵住金対応です。

商号変更及びグループ事業体制強化は５月１６日に発表になったものです。
スケジュールに沿ってグループ会社の体制変更等を進めています。

当社も来年４月より社名を日鉄ソリューションズ株式会社に変更します。

右側のグラフは、新日鐵住金向け売上高の推移ですが、

2018年度は高度IT活用のシステム投資が活発であることから、

通期で485億円と、統合Day２ピークであった２０１７年３月期の４７５億円

を超える規模をを見込んでいます。
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最後に自己株式の取得についてご説明いたします。

当社では、資本効率の向上および機動的な資本政策を遂行するために

自己株式の取得を実施することといたしました。

内容は記載の通りです。

この上期末で21億65百万円を取得しました。

２０１８年８月６日から２０１９年３月２２日まで、自己株取得可能な営業日数は

１４３日で、９月末までは日数比で２３．１％です。

予定額１００億円に対し、取得額は、２１.7 億円で金額比では、

２１．７％となっていまして、日数比見合いの取得金額となっています。
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